
【少子化の現状】
日本の人口は2008年の約1億2800万

人をピークに減少を続け、2024年には
約1億2400万人になりました。
今後は減少のペースがさらに速まっ

て年間100万人減にまで達し、2100年
の人口は6300万人程度と予測されてい
ます(国立社会保障・人口問題研究所)。
この人数は1930年とほぼ同じですが、

高齢者(65歳以上)率が1930年は4.8%で
あったのが、2100年は40%という超高
齢化社会となる見込みです。
このような人口減少・高齢化の原因

は言うまでもなく「少子化」です。
1人の女性が一生に産む子どもの数

の指標である合計特殊出生率は、1947
年には4.54でしたが、1975年以降は
2.0を割り込んで減少を続け、2023年
は史上最低の1.20(前年より0.06減)、
特に東京都では全都道府県中で最も低
い0.99でした。これは人口を維持する
ために必要な率(人口置換水準)の2.07
を大きく下回っています。
このまま少子高齢化が進めば、年

金・医療保険・介護保険等の社会保障
制度の維持が困難になったり、江戸川
区など基礎自治体の行政サービスを削
減せざるを得なくなったりすることが
予想されます。
日本社会を、また私たちの江戸川区

を持続可能にするためにも、少子化対
策は急務です。

【少子化対策の失敗】
日本では1989年の合計特殊出生率が

史上最低(1.57) となった「1.57ショッ
ク」をきっかけに、1994年の「エンゼ
ルプラン」、1999年の「新エンゼルプ
ラン」、2003年の「少子化社会対策基
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本当の少子化対策とは
ー子どもから高齢者まで安心して暮らせる社会をー

本法」、2012年の「子ども・子育て支
援法」など様々な施策が講じられてき
ましたが、少子化を食い止めることは
できていません。
2023年の「こども未来戦略」では、

「2030年までがラストチャンス」とい
う強い危機感を表明し、子育て世帯へ
の家計支援策(児童手当拡充、住宅支
援、医療費等負担軽減など)、こど
も・子育て支援策(産後ケア、障害児
等への支援強化など)、共働き・共育
て支援策(男性育休取得推進、時短給
付、子の看護休暇拡充など)からなる
「異次元の少子化対策」を3.6兆円の
予算で実施するとしています。
また先日の東京都知事選挙で小池都

知事は「無痛分娩への助成」を公約と
して挙げました。
しかし、このような従来の「少子化

対策」は、日本における少子化の根本
的原因への対策としては全く不十分で
す。

【社会全体で子どもを育てる】
「少子化」は多くの先進国に共通す

る問題です。スウェーデンでは1930年
代に「近代社会では親にとって、子ど
もは労働力などの役割を期待する存在
ではなく、むしろ経済的負担を増加さ
せるものであるため、多くの子どもを
持とうとしない。こうした親の『個人
的利益』と、国民の経済生活という
『集団的利益』の対立を解決するには、
育児を親のみの責任とせず、すべての
子どもの出産・育児を国が支援する普
遍的家族政策を確立すべき」と指摘さ
れ、この考え方に基づく政策により、
現在でも合計特殊出生率1.7前後を維
持しています。



日本では依然として母親の育児負担
が重く、女性にとって仕事と育児の両
立が非常に大変であることが、少子化
の大きな原因です。今後は母親一人が
子育てを担うのではなく、父親はもち
ろん社会全体で子育てを担う「共同養
育」の考え方が求められます。
また、若い世代が子どもを持つこと

をリスクや負担として捉えなくて済む
よう、子育ての経済的負担を軽減する
施策（安価な子育て世帯向け住宅の供
給など）を講じていくべきです。

【安心して結婚・出産できる社会】
結婚した夫婦の最終的な出生児数を
表す「完結出生児数」は、1972年の
2.20以降、徐々に下降していますが
2021年でも1.90とそれほど下がっては
いません。
これに対して、50歳時点の未婚率は、
1970年に男性1.70％・女性3.33％で
あったのが、2020年には男性28.3％・
女性17.8％にまで増加しています。日
本では婚外子が少ない(2020年で2.4%)
ため、少子化の主な原因は「未婚の増
加」であることは間違いありません。
既に結婚を促進する政策として「結
婚助成金」「ブライダル補助金」が導
入され、東京都では数億円かけてマッ
チングアプリの開発も進めていますが、
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表面的な政策と言わざるを得ません。
所得が低くなるに従って未婚率は高

く、出生率は低くなることが知られて
います。また、日本では特に男性は収
入が不安定だと結婚が難しいことが、
近年の未婚化・少子化の主因である、
との論考も出されています。
結婚・出産の希望があるのに経済的

理由からできない人をなくすため、若
年世代の所得向上や不安定雇用の改善
を図ることが、いま最も重要で根本的
な少子化対策です。
さらに言えば、子ども・子育て世代

のみならず、高齢者まで含めた全ての
人が安心して暮らせるようにすること
で、若者の将来に対する不安を払拭し、
結婚・出産を望む人は誰でもその希望
をかなえられる社会を作ることが究極
の少子化対策であり、私はそのような
社会を実現するため全力を尽くします。

編集後記 事務所スタッフの「独り言」
先月、江戸川区で子ども食堂・シニア食堂を運営されている

NPO法人による法教育ワークショップがあり、柴田さんがゲスト
講師として参加いたしました。
大人でも難しい「法律」の話、子どもたちはどう受け止めてく

れるだろうか・・・と不安でしたが、分かりやすく楽しいお話で
（スタッフびいきなしに）大盛況でした。法律はなぜ必要なの
か？法律づくりに関わるには？といった、自分ごととして捉えら
れる内容だったと思います。
子どもたちに「しばかつさん！」と呼ばれていた柴田さん、

とってもにこにこしていてこちらまで嬉しくなりました！
さて、みなさんは「法律は何のためにあるか？」と聞かれたら

どう答えますか？ちなみに、子どもたちは「みんなの幸せのた
め」と答えていました。 スタッフＫ
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